
令和元年 第３回定例道議会 9月24日 一般質問 

～北海道議会･会議録より～ 
 

二．SDGs推進のあり方とフェアトレードタウン認証について 

質 問 答 弁 

（一）ＳＤＧｓ推進のあり方について 
（広田議員） 

令和元年７月１日に、今年度のＳＤＧｓ未来都市が３１自治体選

定されました。昨年は、北海道とともに、札幌市、ニセコ町、下川

町が選定されましたが、今年度、北海道における新たな申請はゼロ

でした。 

また、昨年、道内で選定された他の自治体と比較しますと、札幌

市は例えば、市議会で全会一致の決議、そして市長の推進宣言など

を経て、国内５番目となるフェアトレードタウンの認証を受けまし

た。下川町は自然資本という新たなものさしの自治体経営への導入

が進められています。また、ニセコ町での共感コミュニティ通貨

eumoの実証実験のスタートも、つい先日発表されたところです。

ＳＤＧｓ未来都市として、他の自治体は世界にも、発信できうる強

いコンセプトがあります。 

知事は、ＳＤＧｓ未来都市として、何を実現していこうと道内外

に発信していくお考えか、伺います。 

また、道内自治体において、今年度の新しいＳＤＧｓ未来都市の

申請が一つもなかったことを、道としてどのようにうけとめ、その

上で道内市町村とともに共有できる持続可能な発展を実現するため

の到達目標を具体的に掲げるべきと考えますが、知事の見解を伺い

ます。 

 
（総合政策部長） 

最初に、ＳＤＧｓの推進についてでございますが、道では、北海

道ＳＤＧｓ推進ビジョンを策定しまして、多様な主体の方々と広く

共有を行いながら、豊かな自然環境など北海道が世界に誇れる価値

と強みを様々な取組に活かし、ＳＤＧｓを推進することで、世界の

中で北海道の存在感を高めますとともに、将来にわたって安心して

住み続けられる地域社会の形成を目指してございます。 

また、各市町村では、国が選定をいたします「ＳＤＧｓ未来都市

」の活用をはじめ、各種計画への反映や企業等との連携など、それ

ぞれの地域の実情に即した取組を進めているところでございます。 

道といたしましては、全道各地域におきましてセミナーを開催す

るなどして、市町村をはじめ企業・団体、ＮＰＯ等とビジョンを共

有しながら、効果的な情報発信や連携・協力関係の構築をさらに進

め、持続可能な地域づくりに向けた施策を着実に推進してまいりま

す。 

（二）フェアトレードタウンの認証について 
（広田議員） 

フェアトレードタウン認証の重要性について伺います。 

道として、フェアトレードタウンの認証や、フェアトレード運動

を支援することは、まさに、ＳＤＧｓの理念を、道民のみなさんの

日常の暮らしや消費行動につなげていけるたいへん有意義な取組と

私は考えます。 

ＳＤＧｓ未来都市北海道として、フェアトレードタウン認証の今

日的な意義について、どのように認識しているのか伺います。 

また、フェアトレード運動について、道としてどのように把握し

、その推進に向けて果たすべき役割をどのように認識しているのか

、現時点での所見を伺います。 

 
（総合政策部長） 

フェアトレードについてでありますが、開発途上国の農産物など

を公正な価格で取引することで、生産者や労働者の方々の生活改善

と自立を支援するフェアトレードは、ＳＤＧｓの達成にも貢献する

国際協力であり、フェアトレード・タウンの認証は、こうした活動

を地域に根づかせるためのひとつの取組と考えてございます。 

本道におきましては、札幌市や旭川市におけるフェアトレードの

啓発等を目的としたフェスタの開催のほか、先般、フェアトレード

を推進する大学として北星学園大学等が認定されるなど、活動が広

がりつつございます。 

道といたしましては、今後とも、フェアトレードの普及に向けま

して、道内の大学や団体が取り組む活動をサポートしますとともに

、道民の国際理解の促進や国際貢献に対する意識の醸成、さらには

、社会、環境などに配慮した消費行動の広がりに努めてまいります

。 

【再質問】 

（一）ＳＤＧｓについての知事の認識について 
（広田議員） 

総合政策部長のご答弁では、ビジョンを策定しました、そのビジ

ョンを共有して、将来にわたって安心して住み続けられる地域社会

の形成をめざしている、とのお答えでございました。 

私が知事に求めたのは、下川やニセコなどのように、象徴的なコ

ンセプト、こういう北海道をつくりたいというコンセプトを明確に

し、それを発信すべきではないかということです。 

知事ご自身は、ＳＤＧｓの推進の意義について、どのような認識

を持ち、ＳＤＧｓのゴールの中で何を重視し、どのようにそれを発

信していく考えか、伺います。 

 

 
（知事） 

ＳＤＧｓの推進についてでありますが、北海道の価値と強みを活

かし、SDGsを推進することは、本道の持続可能な地域づくりにつ

ながるものと考えており、それぞれのゴールを目指してＳＤＧｓ推

進ビジョンに掲げた、「安全・安心を実感できる社会の形成」、「

環境・エネルギー先進地の実現」、「価値と強みを活かした経済成

長」、「未来を担う人づくり」、「個性あふれる地域づくり」の５

つの優先課題とその対応方向について、様々な機会を活用した情報

発信や普及啓発などを通じて、多様な主体の方々と広く共有しなが

ら、北海道全体でＳＤＧｓ推進に積極的に取り組んでまいります。 

 



二．SDGs推進のあり方とフェアトレードタウン認証について 

質 問 答 弁 

（二）ビジョン共有のあり方について 
（広田議員） 

道はセミナーなどを開催し、市町村をはじめ、企業・団体・ＮＰ

Ｏ等とビジョンを共有する、とのご答弁でしたが、セミナーの開催

で本当にビジョンが共有されるのでしょうか。 

私がフェアトレードタウンについて、ＳＤＧｓの観点からとりあ

げたのは、ＳＤＧｓがいわば、国連、官邸が主導した運動であるの

に対し、フェアトレードタウン運動は、イギリスのガースタングと

いう５,０００人の小さなまちから始まり、世界２,０００箇所にま

で広がった草の根運動だからです。 

道内の市町村の事例では、フェアトレードのチョコレートを、町

民の皆さんが選んだまちの風景でパッケージする陸別町のまちチョ

コや、エゾシカをフェアトレードのスパイスで味付けして高付加価

値化を図った鹿ジャーキーなどがあります。 

この機会に、フェアトレードの産品と北海道の地場の商品をかけ

あわせ、世界的な貧困問題の解決にコミットしながら、地域の中小

企業の振興につなげることを支援するのは、画期的な取組ではない

でしょうか。 

まず、知事自らが、１７のゴールのうち何を重点に取り組まれる

のか、Ｔｗｉｔｔｅｒなどの発信も含めて明らかにされるのと同時

に、それぞれの部において、各部長が、ＳＤＧｓのどのゴールに向

けて何を実現しようとするのか、知事とともに宣言などをすること

によって、道庁組織内外に対しビジョンの共有を図ることも、広域

自治体である北海道のトップマネジメントとしての責任と考えます

が、再度見解を伺います。 

 
（知事） 

ＳＤＧｓの取組についてでありますが、私を本部長とするＳＤＧ

ｓ推進本部のもと、ビジョンに掲げるめざす姿や優先課題を庁内で

十分共有し、ＳＤＧｓの理念や目標を各種計画へ反映するなどして

、関連する施策を着実に実施するとともに、全道的な組織であるＳ

ＤＧｓ推進ネットワークを活用した取組事例の共有や、ＳＮＳによ

る情報発信などを通じて、多様な主体と連携・協力関係を一層深め

ながら、官民一体となってＳＤＧｓを推進してまいります。 

【指摘】ＳＤＧｓについて 
知事から御答弁をいただきましたが、まず、ＳＤＧｓに関してで

す。私は、ＳＤＧｓをどうするかというよりも、ＳＤＧｓでどんな

変化、どんな新しい未来を北海道に築こうとしているのかというお

答えをしていただきたかったわけです。 

今のお答えであると、ＳＤＧｓをどうするか、どう対応するかと

いうお話になっておりまして、ＳＤＧｓで何を表現していくのか、

別にＳＤＧｓが全ての万能薬ではありませんけれども、知事が目指

していこうとする新しい政策形成などにおいて、試験的にいろいろ

な取組をすることができるのではないかということで、ＳＤＧｓに

ついて、強く何度も重ねて質問させていただいております。 

本来であれば、ＳＤＧｓのビジョンなども、白紙で住民の皆さん

と一緒に作り上げるのが、私としては必要だったと思いますが、残

念ながら、道議会の様々な議論も踏まえて、道庁で急いで、先ほど

知事がおっしゃった５つの柱を決めて、ＳＤＧｓのビジョンを作ら

れたわけでありますけれども、これから地方に展開するに当たって

は、やはり、先ほど申し上げたように、知事は、ＳＤＧｓを使って

何を北海道に表現していくのか。小さな取組でもいいから、そうし

た実践が必要だと思っておりますし、各部長においても、そういう

発信を外に向かってしていくことが、道庁組織のこれからにとって

も必要だと思いますので、指摘とさせていただきます。 

 

  

 


